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各
自
治
会
長
及
び
奉
賛
会
会
員

が
出
席
し
、
新
緑
が
眩
し
く
感
じ

ら
れ
る
五
月
二
十
七
日

（土
）
十

四
時
よ
り
、
氏
子
総
代
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

岡
村
奉
賛
会
会
長
の
挨
拶
後
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
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二
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二
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・平
成
二
十
九
年
度
社
寺
役
員

選
任

四

・平
成
二
十
九
年
度
予
算
審
議

五

・境
内
清
掃
区
分
図

各
地
区
の
境
内
清
掃
に
付
い
て

は
、
新
し
い
自
治
会
が
出
来
て
お

り
、
こ
の
区
分
図
に
は
入

っ
て
お

ら
ず
、
近
く
の
自
治
体
に
入
る
か

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
記
の
議
事
が
す
べ
て
承
認
さ

れ
、
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

義

嚢

活
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畿

機

県
神
社
庁
総
代
会

研
修
会
に
参
加

深
野
宗
孝

菱
前
ニ
ロ
湊

■
，

■

●
熾
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・

去
る
７
月
１８
日

（火
）
、
県
神

社
庁
の

一
日
研
修
会
が
有
り
、
舟

埼
さ
ん
と
二
人
で
福
井
県
の
三
国

神
社
に
参
拝
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
約
９０
名
が
２
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
２
時
間
半
、
そ

の
神
社
は
郊
外
の
住
宅
街
の
中
に

有
り
ま
し
た
。

参
加
者
で
満
堂
の
中
、
宮
司
か

ら
当
神
社
の
由
来
や
故
事
来
歴
を

聞
き
ま
し
た
。
神
社
は
、
大
山
昨

命

（お
お
や
ま
く
い
の
み
こ
と
）、

脇
祭
神
を
継
体
天
皇
と
す
る
延
喜

式
内
社
に
も
名
を
残
す
神
社
で
し

た
。
ま
た
、
北
陸
三
大
祭
の

一
つ

ス 國 イナ1継 え 子

．一一一」』一マ　　．　・４̈́．、

で
、
三
日
間
行
わ
れ
る
Ｆ
一国
祭
」

で
も
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

一
時
間
ほ
ど
の
説
明
の
後
、
境

内
を
見
物
し
ま
し
た
。
６
千
坪
と

い
う
広
大
な
境
内
に
は
、
本
殿

・

拝
殿
は
も
と
よ
り
人
幡
神
社
、
本

立
神
社
、
宝
物
殿
な
ど
が
散
在
し
、

樹
齢
不
明
の
大
ケ
ヤ
キ
、
そ
び
え

立

つ
杉
木
立
な
ど
、
私
に
は
初
め

て
の
空
間
で
し
た
。
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聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
氏
子

は
千
四
百
戸
ほ
ど
と
少
な
く
、
こ

れ
で
維
持

・
運
営
が
出
来
る
の
か

な
、
と
こ
れ
も
驚
き
で
し
た
。

今
日
の
研
修
会
で
私
達
に
は
、

視
野
を
広
げ
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

三
国
神
社
の
出
来
と
境
内
の
各
神
社

延
長
５
年

（
９２
７
）
に
醍
醐
天
皇

の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
延
喜
式

に
そ
の
名
を
残
す
式
内
社
。
天
文

９
年

（
１５
４０
）
板
津
清
兵
衛
が
流

れ
て
来
た
御
神
体
を
正
智
院
に
収

め
る
。
こ
の
御
神
体
が
大
山
昨
命

（山
王
権
現
）
で
あ
る
。
明
治
１８

年
に
三
国
神
社
と
改
称
。

六
千
坪
の
境
内
に
は
、
鳥
居
、

ケ
ヤ
キ
大
樹
、
隋
身
門
、絵
馬
堂
、

社
務
所
、
神
興
堂
、
宝
物
殿
、
神

馬
堂
、
桜
谷
公
園
ヽ
木
立
神
社
、

人
幡
神
社
、
拝
殿
、
本
殿
な
ど
豪

華
な
伽
藍
が
立
ち
並
ぶ
。


